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麗
し
い
邦（
く
に
）。

美
し
い
郷（
く
に
）。

▼
私
の
住
む
上
越
市
の

高
田
城
址
公
園
は
、
日

本
三
大
夜
桜
の
一
つ
と

し
て
全
国
に
名
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
天
候
に

も
恵
ま
れ
た
今
年
の
桜
は
、
私
の
記

憶
に
も
な
い
ほ
ど
見
事
に
咲
き
誇

り
、
過
去
最
多
130
万
人
を
超
え
る
花

見
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

▼
先
日
、
今
年
か
ら
赴
任
さ
れ
た
金

融
公
庫
の
支
店
長
と
お
話
を
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
が
、
神
戸
出
身
の
支
店

長
曰
く
、「
と
て
も
良
い
と
こ
ろ
で

び
っ
く
り
し
た
。
引
越
し
に
女
房
と

娘
が
手
伝
い
に
来
た
が
、
毎
日
喜
び

勇
ん
で
あ
ち
こ
ち
観
光
に
出
か
け
、

引
越
し
の
段
ボ
ー
ル
箱
も
開
け
ず
に

帰
っ
て
行
っ
た
…
」
等
々
。

リ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
差
し
引
い
て

も
、
あ
ま
り
の
賛
辞
に
戸
惑
う
ば
か

り
。
ち
な
み
に
支
店
長
氏
と
は
野
球

の
話
で
盛
り
上
が
り
、
阪
神
甲
子
園

球
場
の
ラ
イ
ト
ス
タ
ン
ド
（
筋
金
入

り
の
阪
神
フ
ァ
ン
が
陣
取
り
、
熱

く
！
品
無
く
？
ガ
ラ
の
悪
い
？
応
援

で
名
を
馳
せ
る
）
に
招
待
し
て
頂
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。（
嬉
）

▼
他
所
の
方
の
言
葉
に
改
め
て
気
づ

か
さ
れ
る
事
は
多
々
あ
り
ま
す
が
、

新
潟
県
は
豊
か
な
自
然
や
食
材
と
と

も
に
、
名
所
旧
跡
な
ど
見
所
に
も
事

欠
き
ま
せ
ん
。
そ
の
昔
、
江
戸
の
町

は
世
界
一
の
人
口
を
抱
え
、
上
水
道

も
整
備
さ
れ
た
平
和
で
秩
序
あ
る
洗

練
さ
れ
た
大
都
市
で
し
た
が
、
江
戸

時
代
初
期
の
頃
に
は
越
後
の
国
が
日

本
一
の
人
口
で
し
た
。
美
し
い
四
季

折
々
、
厳
し
く
も
豊
か
な
自
然
の
恵

み
、
ま
じ
め
に
忍
耐
強
く
働
く
県
民

性
な
ど
が
相
ま
っ
て
、
当
時
か
ら
大

変
安
定
し
住
み
や
す
い
土
地
だ
っ
た

事
を
う
か
が
わ
せ
ま
す
。

▼
ま
た
、
そ
れ
ら
の
特
徴
的
な
事
柄

は
、
新
潟
県
に
限
ら
ず
世
界
中
の

人
々
か
ら
見
た
日
本
と
い
う
国
、
日

本
人
全
体
に
も
あ
て
は
ま
る
事
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
外
国
、
そ
し
て

外
国
人
か
ら
日
本
の
良
さ
を
教
え
ら

れ
る
機
会
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ま

す
。

▼
日
本
人
で
あ
る
こ
と
、
新
潟
県
人

で
あ
る
こ
と
を
誇
り
と
し
て
、
日
々

精
進
し
た
い
と
思
う
と
こ
ろ
で
す
。

�

理
事
（
高
田
新
井
支
部
長
）

�

西
野　

稔

第
31
回
通
常
総
代
会
開
催

開
催
通
知
日　

平
成
26
年
4
月
25
日
㈮

開
催
日
時　
　

平
成
26
年
5
月
12
日
㈪

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分

開
催
場
所　

�

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
長
岡

総 

代 

数　

100
名

出
席
者
数　

100
名（
内
委
任
状
出
席
10
名
）

本
議
事
録
作
成
理
事　

長
尾　

紀
次

議
事
経
過
の
要
綱
及
び
そ
の
経
過

　

定
刻
に
至
り
、
長
尾
紀
次
総
務
部
長
が

挨
拶
を
述
べ
、
続
い
て
司
会
の
選
任
に
つ

い
て
議
場
に
諮
り
、
中
林
淳
子
理
事
を
選

任
、
司
会
よ
り
資
格
審
査
委
員
長
及
び
議

事
運
営
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
提
案
が
な

さ
れ
た
。

・
資
格
審
査
委
員
長

　
　

五
十
嵐　

厚
子
（
三
条
支
部
）

・
議
事
運
営
委
員
長

　
　

西
野　
　
　

稔
（
高
田
新
井
支
部
）

・
副
委
員
長

　
　

寺
本　
　

和
子
（
栃
尾
支
部
）

・
他
委
員
5
名

　
　

早
川　
　

靖
幸
（
新
潟
東
支
部
）

　
　

江
畑　
　

英
治（
新
発
田
北
蒲
支
部
）

　
　

伴
田　
　

文
子
（
村
上
支
部
）

　
　

谷
川　
　

征
子
（
長
岡
支
部
）

　
　

広
瀬　
　
　

清
（
高
田
新
井
支
部
）

　

以
上
の
執
行
部
提
案
に
つ
い
て
、
こ
れ

を
議
場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
全
員
の
同
意

に
よ
り
承
認
可
決
し
た
。

　

竹
内
聖
二
理
事
長
よ
り
挨
拶
の
後
、
功

寿
賞
表
彰
式
並
び
に
来
賓
祝
辞
・
祝
電
披

露
は
総
代
会
後
の
懇
親
会
に
お
い
て
執
り

行
う
旨
、
司
会
よ
り
説
明
が
な
さ
れ
た
。

続
い
て
五
十
嵐
資
格
審
査
委
員
長
よ
り
本

総
代
会
が
適
正
に
成
立
し
た
旨
を
述
べ
、

議
長
の
指
名
が
理
事
長
よ
り
な
さ
れ
た
。

・
議
　
長

　
　

松
苗　
　

淳
司
（
高
田
新
井
支
部
）

　
　

平
原　
　

健
嗣
（
新
潟
西
支
部
）

　
　

加
藤　

美
代
子
（
村
上
支
部
）

　

議
長
団
が
挨
拶
を
し
た
後
、
書
記
の
任

命
を
行
っ
た
。

・
書
　
記

　
　

岡　
　
　

美
樹
（
見
附
支
部
）

　
　

片
桐　

千
恵
子
（
中
東
支
部
）

　

全
員
の
同
意
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
の
で
、

議
長
及
び
書
記
は
そ
れ
ぞ
れ
着
席
し
た
。

　

続
い
て
西
野
議
事
運
営
委
員
長
よ
り
本

日
の
議
事
日
程
を
提
案
し
た
。

（
議
長　

松
苗　

淳
司
）

第�

1
号
議
案
　
平
成
25
年
度
事
業
報
告
並

び
に
収
支
決
算
承
認
に
関
す
る
件

　

竹
内
理
事
長
よ
り
事
業
総
括
に
つ
い
て

説
明
の
後
、
事
業
報
告
に
つ
い
て
各
担
当

部
長
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
説
明
、
引
き
続
き
三

國
経
理
部
長
よ
り
平
成
25
年
度
一
般
会
計

並
び
に
共
済
会
特
別
会
計
決
算
に
つ
い
て

説
明
の
後
、
次
い
で
監
事
団
を
代
表
し
て

丸
山
義
雄
監
事
よ
り
監
査
報
告
「
適
正
で

あ
っ
た
」
旨
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。　
　

　

議
長
よ
り
、
第
1
号
議
案
に
つ
い
て
議

場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
異
議
な
く
承
認
さ

れ
た
。

（
議
長　

平
原　

健
嗣
）　　

第�

2
号
議
案
　
平
成
26
年
度
賦
課
金
額
及

び
徴
収
方
法
の
承
認
に
関
す
る
件

第�

3
号
議
案
　
平
成
26
年
度
加
入
手
数
料

額
に
関
す
る
件

第�

4
号
議
案
　
平
成
26
年
度
事
業
計
画
並

び
に
収
支
予
算
（
案
）
承
認
に
関
す
る

件

　

三
國
経
理
部
長
よ
り
平
成
26
年
度
賦
課

金
額
及
び
徴
収
方
法
に
つ
い
て
、
平
成
26

年
度
加
入
手
数
料
額
に
つ
い
て
説
明
。
第

4
号
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
竹
内
理
事
長

よ
り
事
業
概
要
説
明
の
後
、
各
担
当
部
長

よ
り
説
明
、
収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

三
國
経
理
部
長
よ
り
説
明
。

　

議
長
が
予
め
西
蒲
原
支
部
よ
り
書
面
で

寄
せ
ら
れ
た
質
問
を
読
み
上
げ
る
。

（
西
蒲
原
支
部　

関
川
・
霜
鳥
総
代
代
理
）

　

美
容
に
い
が
た
は
2
ヶ
月
に
1
回
の
発

行
で
良
い
の
で
は
な
い
か
。
掲
載
内
容
の

見
直
し
を
お
願
い
し
た
い
。

（
竹
内
理
事
長
）

　

組
合
の
広
報
紙
で
あ
り
、
例
年
同
じ
よ

う
な
内
容
に
な
る
の
は
致
し
方
な
い
。
広

告
ス
ポ
ン
サ
ー
と
の
兼
ね
合
い
も
あ
る
の

で
、今
年
度
の
変
更
は
難
し
い
。次
年
度
に

つ
い
て
は
今
後
理
事
会
で
検
討
し
た
い
。

し
っ
か
り
と
読
ん
で
頂
け
る
紙
面
作
り
を

心
掛
け
て
い
き
た
い
。

　

議
長
よ
り
、
第
2
・
3
・
4
号
議
案
に

つ
い
て
議
場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
た
。

（
議
長　

加
藤　

美
代
子
）

第�

5
号
議
案
　
借
入
金
最
高
限
度
額
承
認

に
関
す
る
件

　

三
國
経
理
部
長
よ
り
、
災
害
等
が
生
じ

た
時
の
借
入
限
度
額
は
５
，０
０
０
万
円

と
し
、
借
入
先
は
北
越
銀
行
新
潟
支
店
と

す
る
旨
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

議
長
よ
り
、
第
5
号
議
案
に
つ
い
て
議

場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
異
議
な
く
承
認
さ
れ

た
。

第�

6
号
議
案
　
役
員
給
与
に
関
す
る
件

　

三
國
経
理
部
長
よ
り
、
理
事
25
名
、
監

事
2
名
の
年
額
１
，
２
９
６
，
０
０
０
円

に
つ
い
て
説
明
。

　

議
長
よ
り
、第
6
号
議
案
に
つ
い
て
議
場

に
諮
っ
た
と
こ
ろ
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

第�

7
号
議
案
　
定
款
の
一
部
変
更
に
関
す

る
件

　

長
尾
総
務
部
長
よ
り
組
合
員
数
の
減
少

に
対
応
し
た
適
正
数
の
理
事
数
に
設
定
の

た
め
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
説
明
。
議
長

が
予
め
書
面
で
寄
せ
ら
れ
た
質
問
を
読
み

上
げ
る
。

（
見
附
支
部　

岡
総
代
）

　

小
さ
な
支
部
で
も
美
容
業
の
振
興
と
組

合
の
発
展
に
尽
力
し
て
い
る
。
今
回
の
定

款
一
部
変
更
は
た
だ
数
だ
け
で
片
付
け
て

し
ま
っ
て
は
い
け
な
い
問
題
な
の
で
は
な

い
か
。
か
え
っ
て
組
合
と
支
部
の
組
織
力

の
低
下
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

（
竹
内
理
事
長
）

　

今
回
の
理
事
数
の
見
直
し
は
定
款
・
諸

規
定
に
基
づ
い
て
で
あ
り
、
組
合
員
数
に

応
じ
た
措
置
で
あ
る
。
来
期
は
理
事
に
就

任
し
な
い
支
部
が
出
て
く
る
が
、
今
後
も

支
部
長
に
は
理
事
会
へ
の
出
席
を
認
め
、

意
見
交
換
・
情
報
伝
達
等
支
部
へ
不
都
合

は
生
じ
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

議
長
よ
り
、
第
7
号
議
案
に
つ
い
て
議

場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
他
に
異
議
な
く
承
認

さ
れ
た
。

第
8
号
議
案
　
そ
の
他

　

議
長
が
、
事
前
に
書
面
に
て
提
出
さ
れ

た
質
問
書
を
読
み
上
げ
た
。

（
西
蒲
原
支
部　

関
川
・
霜
鳥
総
代
代
理
）

　

組
合
員
を
増
や
す
為
に
今
後
ど
の
よ
う

な
策
を
考
え
て
い
る
か
。
ま
た
、
常
任
理

事
・
理
事
で
か
な
り
高
齢
の
方
ば
か
り
で

組
合
が
衰
退
し
て
い
る
気
が
す
る
。
一
般

社
会
同
様
、
理
事
も
定
年
制
を
設
け
て
は

ど
う
か
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
が
現
在
ど
の
よ
う

な
状
況
に
な
っ
て
い
る
か
ご
説
明
頂
き
た

い
。
総
代
会
以
外
に
も
っ
と
組
合
役
員
と

意
見
交
換
・
質
疑
応
答
が
出
来
る
場
を
設

け
て
ほ
し
い
。

（
竹
内
理
事
長
）

　

今
年
度
の
計
画
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た

活
動
を
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
下
進
め
て
い

き
た
い
。
皆
さ
ん
が
活
動
し
や
す
い
環
境

作
り
を
心
掛
け
て
い
き
た
い
。
役
員
の
定

年
制
に
つ
い
て
は
早
急
に
対
応
す
る
の
は

非
常
に
難
し
い
問
題
で
あ
る
。
支
部
長
は

各
支
部
よ
り
信
任
を
受
け
、
各
ブ
ロ
ッ
ク

よ
り
推
薦
さ
れ
理
事
に
就
任
し
、
内
2
名

を
常
任
理
事
と
し
て
選
出
し
て
お
り
、
人

選
は
あ
く
ま
で
も
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
決
め
ら

れ
る
事
で
あ
る
。
支
部
長
の
人
選
に
つ
い

て
は
各
支
部
の
事
情
も
異
な
り
、
単
に
若

さ
だ
け
で
は
組
合
の
運
営
は
厳
し
い
面
も

あ
り
、
高
齢
で
あ
る
か
ら
適
さ
な
い
と
言

わ
れ
て
も
長
年
の
経
験
や
人
格
も
重
要
で

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
5
年
後
、
10
年
後

を
見
据
え
て
、
若
い
方
の
意
見
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
新
規
加
入

に
も
繋
が
ら
ず
、
今
後
の
組
合
の
活
性
化

の
為
に
本
日
頂
い
た
質
問
で
問
題
提
起
し

て
頂
い
た
事
は
大
変
有
難
い
事
で
あ
る
。

組
合
の
将
来
に
危
機
感
を
抱
い
て
い
る
有

能
な
若
い
方
達
か
ら
積
極
的
に
組
合
の
運

営
に
関
わ
っ
て
頂
き
た
い
し
、
必
要
で
あ

れ
ば
役
員
・
支
部
長
へ
と
就
任
し
そ
の
力

を
発
揮
し
て
頂
き
た
い
。
ま
た
先
輩
の
先

生
方
に
は
若
い
先
生
方
の
育
成
に
も
力
を

発
揮
し
て
頂
き
た
い
。
若
い
方
、
年
輩
の

方
が
も
っ
と
融
和
し
協
力
し
合
え
る
組
合



美　容　に　い　が　た （昭和43年 7 月 2 日第三種郵便物認可）　第709号平成 26 年 6 月 20 日 （2）組
合
本
部
事
務
所
へ
の
各
共
済
に
関
す
る
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

の
運
営
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
が
、
こ
の
場
で
討
論
す
る
事
は
世
代

間
の
摩
擦
が
生
じ
か
ね
な
い
の
で
、
今
回

問
題
提
起
さ
れ
た
事
を
各
支
部
で
じ
っ
く

り
と
検
討
し
て
頂
き
、
そ
の
上
で
理
事
会

等
で
重
要
な
問
題
と
し
て
討
議
し
て
き
た

い
。
現
在
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
は
関
税
に
関
わ

る
事
で
美
容
師
免
許
に
つ
い
て
は
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
か
ら
の
人
口

減
を
考
え
れ
ば
業
務
独
占
と
し
て
外
国
人

の
就
労
等
規
制
緩
和
さ
れ
る
事
が
容
易
に

予
想
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
事
態
に
備
え

る
為
に
も
業
界
の
力
を
蓄
え
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
組
合
員
を
減
ら
さ
な
い

よ
う
、皆
さ
ん
の
力
を
お
貸
し
頂
き
た
い
。

危
機
感
を
あ
お
っ
て
は
い
け
な
い
が
、
万

が
一
に
備
え
た
認
識
を
持
っ
て
お
く
べ
き

で
あ
る
。
役
員
と
の
意
見
交
換
会
に
つ
い

て
は
、
本
日
の
総
代
会
が
意
見
交
換
の
場

で
は
あ
る
が
、
大
勢
の
方
々
の
前
で
躊
躇

さ
れ
る
方
も
お
ら
れ
る
。
次
回
以
降
の
理

事
会
で
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

　

議
長
よ
り
、
執
行
部
か
ら
の
提
案
が
無

い
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
長
尾
総
務
部
長
よ

り
特
に
無
い
と
の
回
答
で
あ
っ
た
の
で
議

場
よ
り
質
問
を
受
け
る
。

（
西
蒲
原
支
部　

霜
鳥
総
代
代
理
）

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
で
い
ろ
い
ろ
と
問
題
が
あ

る
の
で
、
今
、
若
手
組
合
員
を
増
や
す
い

い
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
う
が
、
組
合
の
良
さ

を
未
加
入
者
に
説
明
す
る
具
体
的
な
も
の

を
指
導
し
て
頂
き
た
い
。

（
竹
内
理
事
長
）

　

組
合
に
入
っ
て
い
る
メ
リ
ッ
ト
は
様
々

で
あ
り
、
明
確
に
示
す
事
は
難
し
い
が
、

組
合
に
入
っ
て
い
る
こ
と
自
体
が
メ
リ
ッ

ト
で
あ
る
と
私
は
考
え
る
。
国
家
資
格
で

あ
り
な
が
ら
組
合
加
入
率
が
低
く
、
未
加

入
者
は
入
ら
ず
し
て
組
合
を
利
用
し
て
い

る
の
が
現
実
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
起
こ
り

得
る
で
あ
ろ
う
問
題
に
対
し
、
阻
止
す
る

の
は
組
合
員
数
が
重
要
で
あ
る
事
を
理
解

し
、
組
合
員
を
増
や
す
事
に
ご
協
力
頂
き

た
い
。丸
山
組
織
部
長
よ
り
総
代
会
前
に
、

組
合
員
に
組
合
の
意
義
を
わ
か
っ
て
も
ら

う
資
料
、
新
規
加
入
を
促
す
資
料
が
作
れ

な
い
か
と
相
談
が
あ
っ
た
。
全
美
連
で
も

そ
の
よ
う
な
予
定
が
あ
り
、
そ
れ
を
活
用

し
た
り
、
新
潟
で
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
た
物

を
作
成
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
役
立

て
て
頂
き
た
い
。

（
西
蒲
原
支
部　

関
川
総
代
代
理
）

　

事
前
に
提
出
し
た
質
問
書
は
連
名
と

な
っ
て
い
る
が
燕
地
区
全
体
の
意
見
・
質

問
と
し
て
捉
え
て
頂
き
た
い
。
燕
地
区
で

は
親
の
介
護
の
為
、
組
合
活
動
が
負
担
と

な
る
と
の
理
由
に
よ
り
、
年
々
脱
退
者
が

増
え
て
い
る
。
こ
の
問
題
を
組
合
と
し
て

考
え
る
事
は
脱
退
防
止
の
一
歩
で
あ
る
と

思
う
が
い
か
が
か
。

（
竹
内
理
事
長
）

　

さ
ら
な
る
少
子
高
齢
化
を
考
え
る
と
大

き
な
問
題
で
あ
る
。
今
後
の
検
討
課
題
と

さ
せ
て
頂
き
た
い
。

　

以
上
を
も
っ
て
本
総
代
会
の
議
案
全
部

を
終
了
し
た
の
で
、議
長
は
閉
会
を
宣
し
た
。

　

書
記
解
任
及
び
議
長
団
解
任
を
宣
し
、

議
長
団
よ
り
解
任
の
挨
拶

　

長
尾
副
理
事
長
よ
り
閉
会
の
挨
拶
、
時

に
13
時
40
分

功寿賞受賞者の皆さん

功寿賞表彰式

大野　彌榮様 （新 潟 西）
菊池　一義様 （新 潟 西）
後藤　恵子様 （新 潟 西）
田代　嘉子様 （新 潟 西）
家田恵美子様 （新 潟 東）
小俣喜美子様 （新 潟 東）
長谷川カツ子様（新 潟 東）
本間　厚子様 （新 潟 東）
石塚弥栄子様 （佐 渡）
佐藤　昭子様 （佐 渡）
三浦佐知子様 （佐 渡）
大橋　綾子様 （西 蒲 原）
伊藤千恵子様 （新発田北蒲）
桐生　教子様 （新発田北蒲）
菅　シズ子様 （新発田北蒲）
杉山ミツ子様 （新発田北蒲）
中島　靖子様 （新発田北蒲）
樋口　敏子様 （新発田北蒲）

上村　利子様 （小 出）
山之内千惠子様（小 出）
中條　愛子様 （十 日 町）
丸山　澄子様 （十 日 町）
江尻　敦子様 （柏 崎）
江尻千穂子様 （柏 崎）
小林マサエ様 （柏 崎）
田村　隆一様 （柏 崎）
濱　　靖子様 （柏 崎）
吹山　節子様 （高 田 新 井）
横尾　昭子様 （高 田 新 井）
吉村久美子様 （高 田 新 井）
青代アツ子様 （糸 魚 川）
齊藤ナツ子様 （糸 魚 川）
室橋　文子様 （糸 魚 川）
山﨑　春枝様 （糸 魚 川）

保科　敬子様 （新発田北蒲）
星野志津子様 （新発田北蒲）
本間ミヨシ様 （新発田北蒲）
宮澤　ミツ様 （新発田北蒲）
吉田　妙子様 （新発田北蒲）
矢澤　好子様 （村 上）
新保　静代様 （加 茂）
塩原　　勲様 （三 条）
竹石フサエ様 （三 条）
増井美枝子様 （三 条）
本間　東亜様 （栃 尾）
五十嵐　久様 （長 岡）
内山　待子様 （長 岡）
佐野ミユキ様 （長 岡）
諸橋恵美子様 （長 岡）
吉田　共美様 （長 岡）
石上　文榮様 （小 千 谷）
丸山　カウ様 （小 千 谷）

　

５
月
12
日
の
総
代
会
に
お
い
て
、
長
年
組
合
員

と
し
て
組
合
運
営
に
ご
貢
献
い
た
だ
い
た
方
々
へ

の
功
寿
賞
の
授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
52
名
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
る
事
と
な

り
、
表
彰
式
に
は
23
名
の
方
々
が
出
席
さ
れ
ま
し

た
。
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
以
下
の
通
り
で
す
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
ご
健
勝
で

ご
活
躍
下
さ
い
。

　美容講師会第23回総会が 4月 7日㈪蓬平温泉に於いて行われました。皆さん
忙しく時間の都合上 4時からの開催となりました。全員参加とはなりませんで
したが、多くの会員の参加により意見交換・意思統一がなされ、まとまり団結
力を感じました。
　総会では、今年 5年目を迎える着物のつどいについて話し合われ、今年は石
州流の先生の講演、着物を着てお茶をいただくにまとまりました。メディア
シップに集合しシルバーホテルまで歩きお茶をいただく、とても有意義で楽し
みな計画となりました。
　岐阜県で開催されます「TMモード発表会兼東海北信越美容研修会」に組合
よりバスが出るという事で多くの方の参加
をお願いします。
　講師会は現在会員数40名。美容学校で教
えたり、組合で開催されるレベルアップセ
ミナーの講師を務めたり、他県に審査員と
して赴くなど県内外で活躍しています。講
師会への入会をお待ちしています。
� みさえ♥

新潟県美容講師会第23回総会

新潟県美容講師会は、新潟県美容組合傘下の技術団体です。全国レベルの競技会やショーにい
つも出場しているベテランから、美容師としての経験は浅いが自分の技術をレベルアップした
い若手までが集まっています。ここで新潟県美容講師会の主な事業の一部をご紹介しましょう。

◆トップマスターズ関係◆
　全日本美容講師会が年一回行うトップマスターズモード（TM）発表会。この発表会の
創作帯結びを出場者が講師となり講師会員を対象に講習会を開催しています。

新潟県美容講師会�
� 事業のご案内

◆講師活動◆
　新潟県美容組合の実技研修会講師や各支部での講習会講師への道が開かれます。

◆全国への道◆
　新潟県美容講師会を通じて全日本美容講師会へ入会できます。入会すると全国TM発表
会へ出場できる他、ヘア創作委員、着付最高師範などの資格が取得できます。

◆着物のつどい◆
　着物ばなれと言われる昨今、美容師自身が着物を着て、日本の古き良き伝統である、
着物を着る楽しさ、美しさを街行く人に伝えようと年 1回開催しています。

このように役に立つ事業
が盛り沢山です。会員は
それぞれ夢の実現に向
かって進む仲間です。あ
なたも私たちと手を携え
て前進しましょう。

●入会資格 ●会費
新潟県美容組合の組合員及び従業員で
美容師免許をお持ちの方

年会費　8,000円

入会の申し込み、お問い合わせは新潟県美容組合まで

新潟理容美容専門学校同窓会総会のご案内
日　時　平成26年 6 月30日（月）　PM 2：00〜
会　場　新潟理容美容専門学校
内　容　PM 2：00〜総会及び学校見学
　　　　PM 4：00〜懇親会（於：チサンホテル）
会　費　4,000円

★多数の御参加をお待ちしております。
お申込み・お問合せは、学校事務局までお願い致します。

TEL：025−266−1651
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こんな症状は熱中症かもしれません。
すぐに病院へ！

ハートフル美容師とは

現在平成26年度の受講希望者を
募集しています。なお、受講希
望者が25名に満たない場合は中
止となりますのでご了承下さい。

組
合
本
部
事
務
所
へ
の
各
共
済
に
関
す
る
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

出場申込期限

お申込・お問合せ

平成26年 6 月24日火まで
※プログラムに掲載する都合上、申込期限厳守。

新潟県美容業生活衛生同業組合

〒951-8106　�
新潟市中央区東大畑通 1 -4 9 0-1 3
ＴＥＬ　 0 2 5 − 2 2 3 − 0 9 9 1
ＦＡＸ　 0 2 5 − 2 2 8 − 3 6 7 8
URL http://www.biyouniigata.com/

お申し込み頂き、開催が決定した
種目から競技規定を送ります。締切間近!!

●�経済センサス−基礎調査は、我が国の事業所・企業の基本的構造を明らかにするととも
に、各種統計調査の母集団情報の整備を図ることを目的として実施します。
●�商業統計調査は、我が国商業の実態を明らかにし、商業に関する施策の基礎資料を得る
ことを目的として実施します。
●�調査票は平成26年 6 月末日までにお届けします。 7月 1日以降に提出をお願いします。

◆調査の意義・重要性をご理解いただき、ご回答をよろしくお願いいたします。

ハートフル美容師を
ご存知ですか

“美しく”をキーワードに高齢者の方の
“笑顔”をサポートしてあげて下さい

お問い合わせ・研修のお申し込みは新潟県美容組合まで

ハートフル美容師になるには（主な流れ）

高齢のお客様や障がいのあるお客
様に、安心・快適・満足の美容サー
ビスを提供するための知識・技術
を身につけた美容師のことです。

A Heartful
BEAUTICIAN

厚生労働省後援

開

講

式

通

信

教

育

集

合

研

修

合

格

交

付

　
店
舗
用
ス
テ
ッ
カ
ー

（
携
帯
用
認
定
証
　
　

）

　
認
定
証

予防について知識の間違い?
１．�水分を十分に取っている自分が熱中症にかかるはずがない。
２．�ビールやコーヒーを普段からたくさん飲んでいるので水分
の補給は十分のはず。

３．�よくスポーツ飲料を飲むので、水分の補給だけでなく塩分
の補給も十分のはず。

４．�血圧が高いので、熱中症予防だとしても塩分を摂取するこ
とは体によくない。

５．�スタッフの一人が「めまいがしたが、少し休んでいれば治
ると思う」と言ったので、休憩室に一人で休ませることに
した。

これらはすべて間違いです!

　水分を十分に取ることが重要ですが、ビールやコーヒーには利尿
作用があり、摂取した以上の水分が体から排出されてしまいます。
スポーツ飲料ならば、ナトリウム40〜80mg/100mlを目安に、また
高血圧の方でも体に摂取されやすい塩分濃度（ 0 . 2 %）の塩分の
補給が必要です。万一熱中症にかかったら、付き添ってすぐに病院
へ連れて行ってください。

・めまい（たちくらみ）　・頭痛　・失神
・筋肉痛　・筋肉の硬直（けいれん・こむら返り）

▲ ▲ ▲ 熱中症を防ぎましょう！ ▲ ▲ ▲
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組
合
だ
よ
り

 7月 7日㈪	 レベルアップセミナー（国家試験対策）	 新潟会場

　　14日㈪	 レベルアップセミナー（国家試験対策）	 新潟・長岡会場

	 　　　　 〃 　　　　 （アップ）	 新潟会場

	 　　　　 〃 　　　　 （競技大会着付）	 新潟会場

　　21日㈪	 レベルアップセミナー（国家試験対策）	 長岡会場

　　28日㈪	 Hair Fashion Contest 2014	 新潟市産業振興センター

★組合新規加入者紹介キャンペーン★
　平成21年度より、組合新規加入者の紹介者に対し、奨励
金として5,000円を進呈し、新規加入者には本部加入手数料
を無料としています。ぜひ、お仲間を組合へお誘いください!!
　※�加入申込書の紹介者名記入欄に必ずご記入ください。奨励金は、次年度 4月
理事会にて各支部長にお渡ししますので、各支部にてお受け取りください。

償 還 期 限 基準利率 特別利率A 特別利率C 特別利率F 償 還 期 限 基準利率 特別利率A 特別利率C
5年以内

1.40〜2.00 1.00〜1.60 0.50〜1.10

1.45

12年超 13年以内
1.80〜2.40 1.40〜2.00 0.90〜1.50

5年超　6年以内 13年超 14年以内
6年超　7年以内 14年超 15年以内

1.90〜2.50 1.50〜2.10 1.00〜1.60
7年超　8年以内

1.50〜2.10 1.10〜1.70 0.60〜1.20
15年超 16年以内

8年超　9年以内 16年超 17年以内
2.00〜2.60 1.60〜2.20 1.10〜1.70

9年超  10年以内 1.60〜2.20 1.20〜1.80 0.70〜1.30 17年超 18年以内
10年超 11年以内

1.70〜2.30 1.30〜1.90 0.80〜1.40
18年超 19年以内

2.10〜2.70 1.70〜2.30 1.20〜1.80
11年超 12年以内 19年超 20年以内

区 分 適用施設設備等
基 準 利 率 設備資金（非組合員に適用）運転資金（返済期間：7 年以内）
特別利率A 振興事業運転資金（標準営業約款登録営業者） 特別利率C 振興事業設備資金（組合員に適用）

特別利率F
生活衛生関係営業経営改善資金特別貸付（無担保・無保証融資）
設備資金（返済期間：10年以内　据置期間：２年以内）
運転資金（返済期間：７年以内　据置期間：１年以内）

生活衛生資金貸付利率一覧表 （適用日：平成 26年 6月 11 日、年利：％）

一定の会計書類を備え、「振興事業に係る事業計画書」を策定し、組合の確認を受けた場合、利率が引下ります。
　ア．設備資金：特別利率Ｃ→特別利率Ｃ− 0.15％　　イ．運転資金：基準利率→基準利率　− 0.15％

「一定の会計書類」とは…（1）原則、税務署の収受印のある「青色申告書」
（2）白色申告者の場合は「白色申告書」　（3）決算実績がない営業者又は開業予定者は「創業計画書」

原則として、保証人は不要です。
上記の金利は、「担保を提供する融資を希望される方」に適用されます。審査によって金利が決定します。

「担保を不要とする融資を希望される方」は上記の金利に 0.3％以上上乗せになります。

平成26年度　管理美容師資格認定講習会

講習日程／平成26年 9 月29日㈪・10月 6 日㈪・10月 7 日㈫
講習時間／ 9：30〜16：30
講習会場／長岡商工会議所ホール　長岡市坂之上町 2 - 1 - 1
支部受付／ 7月 9日㈬まで※受講希望者は各支部へお申し込み下さい。

‥‥‥‥　共済・保険の請求先のご案内　‥‥‥‥
①共済会給付金申請（請求期限は事由発生から 6ヶ月以内）
　　支部長へご連絡下さい
②総合福祉共済給付金申請（請求期限は事由発生から 1年以内）
　　総合福祉共済ご加入者の方は組合へご連絡下さい
③賠償責任保険請求　支部長へご連絡下さい

 
 
 
 
 
 
 
 
 

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 
サロン事務をもっと便利に！簡単に！ 

詳しくはＷｅｂで  
https://salon.alcom.co.jp/promotion/ 

株式会社アルコン 

〒950-0917 新潟市中央区天神 1丁目 13番地 5  
☎025-249-0248 

お問い合わせはこちらまで⇒ Mail: eigyo@alcom.co.jp 

２４時間 

ネット予約受付対応 
パソコンスキル不要！ 

手書き電子カルテ 

効果的なメール配信で 

顧客満足度・集客率ＵＰ！ 

インターネット環境だけでＯＫ！サロン経営の新しいカタチを提供します。 

 

　W杯日本代表の初陣コートジボワール戦の 6月15日、そんな日とは知らずエントリーした関川村
up-downマラソンの開会式は午前 8時30分、気もそぞろのままの参加です。種目は12キロ、重要文
化財渡辺邸に隣接する関川村役場からのスタートは1000名規模、役場やボランティアの方々の運営
がきちんとしたとても良い大会でした。スタート直後に突然現れた墓場を抜けると直に登り坂、周辺
集落の方々の応援、山間あいののどかな景色は最高の環境なのに、いきなりの坂道で足はガクガクに
なりました。その後も緩やかな上り下りを繰返し、川沿いの土手を抜けなんとか完走となりました。
夕方、反省会と称した飲み会で、秋にトライアスロンに出場する先輩から、上り下りのコースを走る
場合に必要なのは持久力と筋力。年齢と共に筋力は落ちるから、運動は欠かしてはいけない。長距離
で体力を消耗し、その時に腹筋や背筋が無かったら、背中が丸い悪い姿勢になり、呼吸に負担を掛け
る事で最後はバテる。だから、腹筋や背筋の運動を毎日必ず続けなさいと言われました。以前から、
この話は何度も聞いていたのですが、実行していなかった私は最後、バテバテとなっていました。
解っていても、やらない事があります。それは後悔に繋がります。仕事もそうです。やればよいと
解っていても、何もしないまま時を経てしまう事があります。それでは、経験が蓄積されません。人
は経験によって気付かされ、工夫や研究で進化が生まれます。それで独自のものが生まれます。経過
ではなく、経験によって考えさせられ、失敗や成功は活かされます。半年後、一年後、その蓄積され
た経験によって、良い成果は必ず表れます。4年後のそれを信じて日本代表も日々を積み重ねてきた
筈です。監督やコーチの忠告を実践し、失敗や成功を体験して来た人達には、栄光は必ず訪れます。
知っているだけに留めずに、やってみる。言われた事を素直に実践してみる。そこから物事が始ま
り、その人やそのサロンの物語になるのだと思います。

■ 知っている事、やっている事

株式会社  野田 http://www.noda-salon.com

給付項目 件数 給付金額（円）
1. 火災見舞金 0 0
2. 災害見舞金 0 0
3. 死亡弔慰金 0 0
4. 配偶者死亡弔慰金 1 50,000
5. 傷病見舞金（7日以上入院） 4 80,000
6. 慰労金 1 100,000
7. 退職慰労金 1 50,000

計 7 280,000

●共済会　給付金
　　（請求期限：事由発生から6ヶ月以内）

※総合福祉共済の特別給付金の支払い迄には、
1ヶ月〜1ヶ月半かかります。ご了承ください。

給付項目 件数 給付金額（円）
1. 配偶者死亡弔慰金 0 0
2. 子供死亡弔慰金 0 0
3. 入院療養見舞金 1 20,000
4. 長寿祝金 0 0
5. 結婚祝金 3 100,000
6. 第1子誕生祝金 1 20,000
7. 子供誕生祝金 0 0
8. 銀婚祝金（入籍後25年） 0 0
9. 金婚祝金（入籍後50年） 0 0
10. 古希祝金（満70歳） 2 20,000
11. 還暦祝金（満60歳） 2 20,000
12. 人間ドック補助金 12 118,418

計 21 298,418

平成26年度　各種給付状況（ 5月） ●全美連総合福祉共済　特別給付金
　　（請求期限：事由発生から1年以内）

全美連 第16回作文コンテスト募集要綱
美容にかける、あなたの夢を文章に……
【募集テーマ】　�『私が考える美容師と地域との役割』または『私と美容組合の絆』
【入賞者・賞金】
　　　最優秀賞１名……厚生労働大臣賞・賞金１０万円
　　　優秀賞 2 名……賞金 ５ 万円
　　　入選若干名……賞金 2 万円（商品券）
　　　※�最優秀賞・優秀賞の方は全国大会へのご招待
　　　　（平成26年10月21日：大阪『大阪市中央体育館』にて開催）

【審査委員及び審査】　学識経験者等による厳正な審査
【原稿枚数】　４００字詰め原稿用紙 ４ 枚より ７ 枚まで（パソコン・ワープロ原稿可）
　　　　　　※�パソコン・ワープロの場合は1600字より2800字までです。書式設定は問いま

せん。

【応募資格】　組合員、またはその従業員（美容師に限る・年齢不問）
【提出作文の著作権】　※最優秀賞・優秀賞作品は「ZENBI」誌上で発表
　　�全日本美容業生活衛生同業組合連合会に帰属し、他に転載等することを禁

ずる

【応募先】	 〒１５１—００５３　東京都渋谷区代々木１−５６−４　美容会館 ７ 階
	 全美連・作文コンテスト係
	 �作文には「郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、年齢、性別、電話番号、

組合員・従業員の別」を明記
※�ご記入いただいた個人情報については、作文コンテストの結果通知に使用。作文は返却し

ない。

【応募締切日】　平成２6年 8 月15日（金）　消印有効

� 〜厚生労働省健康局生活衛生課〜
　2013年度冬季の節電対策につきまして、多大な御協力をいただきありがとうござ
いました。皆様の協力もあり、電力需要の大きなひっ迫を招くことなく2013年度冬
季を無事に乗り切ることができました。
　一方、これから電力需要が高まっていく夏場の対策として、 5月16日に、電力需
給に関する検討会合が開催され、「2014年度夏季の電力需給対策について」が決定さ
れました。
　政府及び電力会社においては、夏に向け引き続き供給力の確保に最大限の努力を
してまいります。全国の需要家の皆様には、無理のない範囲で、「2014年度夏季の電
力需給対策について」に基づき、節電にご協力をお願い致します。

★�内容等詳細については、経済産業省の平成26年 5 月付「夏季の節電メニュー」を
ご覧ください。（http://www.meti.go.jp/setsuden/index.html）

7 月 1 日㈫から 9月30日㈫までの平日
【 8月13日㈬〜15日㈮を除く】

9時〜20時【特に13時〜16時が重要】※無理のない範囲で

2014年度夏季の節電に関するご協力のお願い


